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テキストボックス
【概要文】
令和５年度湖沼における外来水生植物防除事業補助金実施要領

この要領は、千葉県が実施する湖沼における外来水生植物防除事業補助金（以下「当該補助金」という。）について、湖沼における外来水生植物防除事業補助金交付要綱（以下「交付要綱」という。）第１６条の規定に基づき、申請書類の記載方法や活動の募集期限等について定める。

（事業の趣旨）［交付要綱第１条関係］
第１条　印旛沼及び手賀沼とその流域河川の水環境を保全するため、ナガエツルノゲイトウ又はオオバナミズキンバイ等を駆除する活動に要する経費に対し、予算の範囲内において、補助金を交付するものである。なお、「水環境」とは、「水量」、「水質」、「水生生物」及び「水辺地」の要素から構成されるものである。
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